
令和２年度第５回補正予算（９月補正予算）に計上した事業

国県補助金
地方創生

臨時交付金
その他

1 1,062,146 143,866 248,280 670,000

2 122,235 122,235

3 7,344 7,344

4 1,500 1,500

5 644 644

6 93 93

7 6,400 6,400

8 885 885

9 402 402

10 6,000 6,000

11 5,000 5,000

12 1,040 1,040

13 5,000 5,000

14 6,329 6,329

15 1,783 1,783

16 1,430 1,430

1,228,231 143,866 408,036 676,329

※上記の№は、次ページ以降の№に対応しています。

体育施設養生シート購入

遠隔手話通訳用タブレット購入

プレミアム商品券（第２弾）発行 商工振興課

生活環境課市連合衛生自治会支援

オンライン健康相談システム構築 健康推進課

総務課寄附金をコロナ応援基金へ積立

危機管理課

農政課

耕地林務課

観光課

みはらしファーム指定管理者支援

　　　◎伊那市 新型コロナウイルス感染症対策予算　（第５弾）

　～１０億円分のプレミアム商品券を発行！！

№ 事業費

財源

　予算規模：１２億２，８２３万円　.

　新型コロナウイルス感染症の第２波が全国を襲っています。上伊那でも感染事例が発生するなど、予
断を許さない状況ではありますが、感染拡大防止とともに、コロナ禍でダメージを受けた地域経済、減退
した消費意欲の回復に、全力を挙げて取り組まなければなりません。
　今回の新型コロナ感染症対策第５弾では、過去最大の規模となる１０億円のプレミアム商品券を発行
して消費を喚起するほか、７５歳以上の在宅高齢者の皆様にも１人１万円の商品券を交付するなど、積
極的な支援策で、ふるさと伊那市の活力を取り戻します。

（単位：千円）

事業名 主管課

　　　　　　      みんなの力で、地域経済に確かな活力を～

災害避難所のコロナウイルス対策の充実

山小屋のコロナ感染症対策実施

学校教育課

社会福祉課

危険木の伐採による林業事業者支援

オンライン授業用機器の購入

新型コロナウイルス対策　第５弾　合計

スポーツ課

社会福祉課

ＩＣＴ支援員の増員 学校教育課

農政課

耕地林務課経木の購入に1/2補助

高遠町農産加工施設の充実

生涯学習課学童クラブへのエアコン設置

７５歳以上在宅高齢者に１万円商品券交付
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№ 1

（事業概要）

1,062,146 千円 市単独事業 主管 商工振興課

№ 2

（事業概要）

交付 ： １枚1,000円の商品券（市内登録店で利用可能）×10枚＝10,000円

予算 ： 10千円×11,500人（概算）＝115,000千円

122,235 千円 市単独事業 主管 社会福祉課

№ 3

（事業概要）

7,344 千円 市単独事業 主管 学校教育課

　・ヘッドセット（教師が着用）　５千円×272台

　・ipadスタンド（電子黒板をipadで撮影し、各端末へ送信）　７千円/台×272台

約１０億円のプレミアム付き商品券（第２弾）を発行します

区分

　コロナ禍により冷え込んだ地域経済の回復と、収入が減少した市民の家計を応援するため、額
面約１０億円のプレミアム付き商品券を発行します。

歳出予算額

歳出予算額 区分

オンライン授業用機器を購入します

　・Webカメラ（教師用パソコンに設置）　15千円/台×272台

　今後、臨時休業となった場合等に対応できるよう、オンライン授業に必要な機器を各教室に設
置します。

（購入機器）

　７５歳以上の高齢者の皆様（施設入所者を除く）に１人１万円の商品券を交付し、消費喚起と外
出の動機付けを行います。

対象：　令和２年度中に７５歳以上になることが見込まれる伊那市民

区分

　発行内容 ： 1,000円券×15枚＝15,000円を10,000円で販売（プレミアム率50％）

　　　　　　　　  67,000冊発行(額面10億500万円)、事前申込抽選方式、1人10冊まで購入可能

　　　　　　　    15枚のうち大型店を含む全店共通券10枚、中小店専用券5枚

  利用可能店：伊那市内の参加登録事業所、利用期間：令和２年11月～令和３年２月(予定)

７５歳以上の在宅高齢者に1万円の商品券を交付します

歳出予算額

　　　　 事務費（商品券・封筒・チラシ印刷代、換金手数料等）7,235千円
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№ 4

（事業概要）

1,500 千円 市単独事業 主管 生涯学習課

№ 5

（事業概要）

644 千円 市単独事業 主管 健康推進課

№ 6

（事業概要）

93 千円 市単独事業 主管 社会福祉課

　伊那東小学童クラブ３台、西春近北小学童クラブ１台、高遠北小学童クラブ１台

歳出予算額

　市内の学童クラブのうち、環境改善が必要なクラブに、エアコンを設置します。

（対象施設）

オンライン健康相談システムを構築します

　非対面による健康相談が実施できるよう、市役所及び出先機関に、オンライン健康相談システ
ム（パソコン、カメラ、マイクなど）３式を整備します。

　・長谷健康増進センター（介護保険事業）

歳出予算額 区分

区分

遠隔手話通訳用タブレット端末　一式

遠隔手話通訳用のタブレット端末を購入します

　聴覚障害者が医療機関を受診する際、手話通訳者が同行することが困難な場合などに使用
できるよう、市役所にいる手話通訳者が操作する遠隔手話通訳用のタブレット端末を購入しま
す。

　・市役所健康推進課（特定保健指導）

学童クラブにエアコンを設置します

区分

　・伊那市保健センター（心の相談、母子保健相談）

設置場所、及び主な相談内容等

歳出予算額
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№ 7

（事業概要）

6,400 千円 市単独事業 主管 危機管理課

№ 8

（事業概要）

対象 ： 伊那市の店舗、または市民で、市が指定する「経木」を購入する方

予算 ： 275店舗(市内店舗の半数程度)×500枚×12円(1枚あたり)×1/2＝825千円

　　　　 100人×100枚×12円（1枚あたり）×1/2＝60千円

885 千円 市単独事業 主管 耕地林務課

№ 9

（事業概要）

402 千円 市単独事業 主管 生活環境課

市連合衛生自治会に、コロナ対策経費を支援します

歳出予算額 区分

１戸あたり ２０円 を補助

２０円×20,064戸＝401,280円

（購入物品）

災害避難所における新型コロナウイルス対策を充実します

・投光器、発電機 ： ３１セット（＠206千円）　6,400千円

　災害避難所（小中学校などの体育館 ３１か所）において、３密対策として夜間に車中泊等分散
避難する方々の安全と利便性を高めるため、「投光器」「発電機」を配備します。

　　ごみ収集にご協力をいただいている伊那市連合衛生自治会に対して、ゴミの分別時に必要
となる手袋、マスク等の購入費用相当分を補助します。

歳出予算額

　脱プラスチック、ＣＯ２削減を目指し、テイクアウトの際に物品の包装に使う「経木」の普及を図る

ため、店舗や個人の「経木」購入費用の1/２を補助します。

区分

区分

経木の購入に対して、費用の１/２を補助します

歳出予算額
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№ 10

（事業概要）

6,000 千円 市単独事業 主管 観光課

№ 11

（事業概要）

　・麦の家

5,000 千円 市単独事業 主管 農政課

№ 12

（事業概要）

1,040 千円 市単独事業 主管 農政課

山小屋のコロナウイルス感染症対策を実施します

歳出予算額 区分

　・消耗品購入（防護服、マスク、手袋、プラスチック板、非接触体温計など）　226千円

更新する機械 ： 真空包装機

区分

みはらしファーム指定管理者の経営を支援します

　・委託料（ヘリ輸送）　1,500千円

　新型コロナウイルス感染症対策のため、４か所の山小屋において、消耗品・備品の購入やヘリ
輸送委託等を行います。

　・備品購入（患者隔離用テント、マットレス、シンク、貯水用タンクなど）　4,274千円

　新型コロナウイルス感染症の影響で、収入が激減しているみはらしファームの指定管理者に対
し、はびろ農業公園管理組合負担金の1/2相当額を補助します。

歳出予算額

　　　　　　　　　　 味噌こし機

　・とれたて市場、トマトの木、名人亭 ほか

高遠町農産加工施設を充実します

　新型コロナウイルス感染症の影響で、収入が激減している高遠町農産加工組合（味噌、りんご
ジュース、りんごジャムなどを生産する市施設の指定管理者）の経営を支援するため、老朽化し
ている施設内の加工用機械を更新し、作業効率を高めます。

歳出予算額 区分
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№ 13

（事業概要）

5,000 千円 市単独事業 主管 耕地林務課

№ 14

（事業概要）

２団体 5,409 千円

１１個人 920 千円

6,329 千円 市単独事業 主管 総務課

№ 15

（事業概要）

1,783 千円 市単独事業 主管 学校教育課歳出予算額 区分

コロナ対策としていただいた寄附金を基金に積み立てます

歳出予算額 区分

ＩＣＴ支援員を増員します

　小中学校における遠隔授業、ＧＩＧＡスクール構想などに対応するため、ＩＣＴ支援員を２名増
員します。

　　　　　　　　　　・７時間/日×１８日×６か月×２名

　　※１か所500千円（危険木２～３本の伐採）×１０カ所を想定

歳出予算額

　新型コロナウイルス感染症の影響で、収入が激減している林業事業者を支援するとともに、小
中学校敷地や、電線・線路及び道路等のライフライン周辺の環境整備のため、危険木の伐採を
実施します。

　市内外の団体・個人の皆様からいただいた、伊那市の新型コロナウイルス関連施策に対する
寄附金を、「新型コロナウイルス対策応援基金」に積み立てます。今後の感染症対策に活用させ
ていただきます。

　・学校敷地は、樹木医の診断結果による危険木を伐採。

　　　　　　　 　 伊那市では、本年度当初予算で、３名分の費用が計上されています。

　・ライフライン周辺は、県ライフライン保全対策事業の基準に準じた危険木を伐採。

危険木の伐採により林業事業者を支援します

区分

ＩＣＴ支援員 ： 小中学校現場においてＩＣＴ（情報通信技術）の活用を支援する専門家。
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№ 16

（事業概要）

1,430 千円 市単独事業 主管 スポーツ課歳出予算額

エレコムアリーナ（市民体育館サブアリーナ）用養生シート　一式

　３密を避ける必要がある災害避難所の設置など、不特定多数の人が集まる可能性があるエレ
コムアリーナ（市民体育館サブアリーナ）用に、土足でも入場できるように、養生シートを購入しま
す。

エレコムアリーナで使用する養生シートを購入します

区分

　・フロアシート、巻き取り機、フロアシートハンガー等
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